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２０１３年１月１５日 

記者各位 

Ｄｒ．Ｄｒｉｖｅリニューアル等、今後のサービスステーション戦略について 

 

当社（社長：一色  誠一）は、現在策定中の第２次中期経営計画（２０１３年度～２０１５

年度）において、全国で展開するＥＮＥＯＳサービスステーション（以下ＳＳ）戦略として、「Ｄｒ．

Ｄｒｉｖｅ（ドクタードライブ）」のリニューアルによる更なるお客様の利便性向上や「震災時給油

可能ＳＳ」の機能向上による緊急時における供給体制の強化、「ＳＳ併設型水素ステーショ

ン」の整備による燃料電池自動車（ＦＣＶ）の普及促進に取り組みますので、お知らせいたし

ます。 

 

「Ｄｒ．Ｄｒｉｖｅ」は、１９９８年の１号店誕生以来、「あなたの愛車のホームドクター」をキャッ

チフレーズに、給油はもちろん、国家資格整備士の在籍により、車検から日常の安全点検・

洗車までお客様のカーライフをトータルでサポートするＳＳとして全国展開してまいりました

（現在、全国約２，４００カ所で展開）。 

今般、約 15 年ぶりに、ロゴ、看板、塗装を一新するとともに、サービスルームの快適性向

上、洗車、コーティング（ＤＤキーパー）エリアの増設による待ち時間短縮、整備室の見える

化による信頼感向上などにより、従来からの「技術力」に加え、「信頼性」や「快適性」をプラ

スし、更なるサービス向上を目指します。 

 

「震災時給油可能ＳＳ」は、小型の緊急用発電機等を常設し、大地震等の災害による停

電時においても、緊急車両や被災地域住民等緊急度の高い方々への継続的な燃料油供

給を目的に、2006 年より整備・展開してきたものです（2012 年 12 月末現在、全国約 700 カ

所）。 

今後は、大規模地震が想定される地域において、発電機等の能力を向上した「震災時

給油可能ＳＳ」を、２０１５年度までに１００カ所程度設置することで、より継続的な燃料油供

給を可能とする体制を強化してまいります。 

 

「ＳＳ併設型水素ステーション」は、ガソリンや軽油の計量機と、ＦＣＶへの圧縮水素充填

設備を併設したＳＳです。 

当社では、本年３月に神奈川県、愛知県の２カ所にオープンを予定していますが、今後、

自動車メーカー各社がＦＣＶの市場投入を予定している２０１５年度までに、更なる設置を進

め、究極のエコカーといわれる燃料電池自動車の普及を後押ししてまいります。  

 

今後、第２次中期経営計画において、詳細を決定してまいりますが、この他にも、「Ｄｒ．Ｄ

ｒｉｖｅ」への軽板金サービス導入の仕組み作り、Ｔポイント機能など新たな機能を搭載したク

レジットカード（ＥＮＥＯＳカード）、スマートフォン等を利用した「ワンタッチ給油」が可能な新Ｐ

ＯＳシステムなどの検討・開発を進め、ＥＮＥＯＳならではの、お客様への「新たな付加価値」

や「高い利便性」のご提供に向けて取り組んでまいります。 



 

１．Ｄｒ．Ｄｒｉｖｅ（ドクタードライブ） 

現行 リニューアルの内容 

全国に２，３８８カ所 

（2012年 12月末現在） 

ロゴ、看板、塗装を一新 

国家資格整備士を配置し、車検から 

日常点検・洗車までカーケアサービスを実施 

うち４７２カ所にＶａｌｕｅＳｔｙｌｅ※１を導入 

快適性向上（ＶａｌｕｅＳｔｙｌｅを原則装備） 

洗車・コーティング時間短縮（ブース増設） 

信頼感向上（整備室の見える化） 

販売室での電子広告（デジタルサイネージ） 

お客様の車両情報が把握可能なシステム導入 

車種別データ検索機能搭載のタブレット端末導入 

※１ ＶａｌｕｅＳｔｙｌｅとは、「快適な空間と最高のおもてなし」を提供するサービスルーム 

 

＜リニューアル後イメージ＞ 

    

 

                                                                                 

                            

                                         

 

                                          

                                          

   

 

 

 

 

 

 

                     

              

            ＜新しいロゴマーク＞                                                  

 

                                                          ＜ＶａｌｕｅＳｔｙｌｅ(現行)＞ 

   

 

 

   

 

 

    

   

 

 



 

２．震災時給油可能ＳＳ 

 現行 機能向上後 

展開地区 全国 震度６弱以上が想定される地区※１ 

設置ＳＳ数 約７００カ所 

（2012年 12月末現在） 

約１００カ所程度 

（新規、既存を含め 2015年度末までに設置予定） 

主な設備機器 

 

・小型発電機（４kＷ）等 

 

・発電機（２０kＷ） 

・防水型計量機（ﾏﾙﾁ計量機 1基、灯油機 1基）※２等  

※１ 内閣府・中央防災会議が想定する巨大地震(南海トラフ地震 M９、日本海溝房総沖地震Ｍ８．５）で想定震度が６弱以上の

市区町村 

※２ 水害多発地区のみ。東日本大震災の教訓を踏まえ、浸水による電気系統損傷への対応、避難場所の確保等、ＳＳの設備

全体を見直した「新・震災対応ＳＳ」を全国１２カ所で展開予定（2012年 3月に 1号店オープン）。計量機の防水性強化は、

「新・震災対応ＳＳ」のノウハウを取り入れるもの。 

 

 

 

３．ＳＳ併設型水素ステーション 

現行 展開方針 

本年３月に２カ所オープン予定 

（神奈川県海老名市、愛知県名古屋市） 

2015年度までに、更なる設置を進める予定。 

（大都市圏を中心に４０カ所程度の設置を検討中） 

   

＜イメージ＞  

         

 

 

 

 

 

以上 


